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I�Dとは？
I�Dベースの活動例

チュウミ 晶子
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はじめに…

1. IDとは?

2. 代表的なIDの理論やモデル
・ADDIEモデル（Robert M. Gagne）
・ガニエの9教授事象（Robert M. Gagne）
・ARCS動機づけモデル（John M. Keller）
・メーガーの３つの質問（Robert F. Mager）

…など

3. IDベースの活動例
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1.IDとは?

Instructional Design 

↓ ↓

教えること デザイン（設計）
向後（2015）
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インストラクション =
広い範囲での教える行為

デザイン =
原理と見かけをつなぐこと

向後（2015) IDとは効率の良い上手な教え方
鈴木ほか（2016） IDとは教育活動の効果と効率と魅力を高める手法

1.IDとは?

学習心理学 認知心理学 社会心理学 臨床心理学

認知科学 脳科学 学習科学
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教育工学

ICT
（情報コミュニ

ケーション技術）

心理学

教育工学の（中心的）部分!
心理学やICTが基盤となった学問 向後（2015）

ネットワーク マルチメディア インタフェース

CSCL EPSS

基盤

基盤

※ 教育工学の定義はさまざま 一例として提示

2.代表的なIDの理論やモデル

・ADDIEモデル（Robert M. Gagne）
・ガニエの9教授事象（Robert M. Gagne）
・ARCS動機づけモデル（John M. Keller）
・メーガーの３つの質問（Robert F. Mager）

・・・など
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★

★
★

2.代表的なIDの理論やモデル
ADDIEモデル（Robert M. Gagne）
PDCAサイクルをIDに当てはめたもの 鈴木ほか（2016）
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分析
Analysis

設計
Design

開発
Develop

-ment

実施
Implementa

-tion

評価
Evalua
-tion

必要に応じて改善する
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会員発表「インストラクショナルデザインの概要と実践例」

　「IDとは？IDベースの活動例」 チュウミ晶子



2.代表的なIDの理論やモデル
ガニエの9教授事象（Robert M. Gagne）
授業や教材に組み込むと効果的な９つの活動! 鈴木ほか（2016）
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事象１ 学習者の注意を獲得する

導入 事象２ 授業の目標を知らせる

事象３ 前提条件を思い出させる

情報提示 事象４ 新しい事項を提示する

事象５ 学習の指針を与える

学習活動 事象６ 練習の機会をつくる

事象７ フィードバックを与える

まとめ 事象８ 学習の成果を評価する

事象９ 保持と転移を高める

2.代表的なIDの理論やモデル
ARCS動機づけモデル（John M. Keller）
授業や教材を魅力あるものにするためのアイディアを整理する枠組み!鈴木ほか（2016）
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Attention

注意

Relevance

関連性

Confidence

自信

Satisfaction

満足感

おもしろそうだな

やりがいがありそうだな

やればできそうだな

やってよかった!

2.代表的なIDの理論やモデル
メーガーの３つの質問（Robert F. Mager）
授業設計の考え方を示す３つの問い! 鈴木ほか（2016）
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Where am I going?
（学習目標 :  どこへ行くのか?）

How do I know when I get there?
（評価方法 :  たどり着いたかどうかを どうやって知るのか?）

How do I get there?
（教授方法 :  どうやって そこへ行くのか?）

3.IDベースの活動例 ーどう設計した?①ー
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一番興味を持ったモデルは「ARCS動機づけモデル」（John M. Keller）

これを使って、魅力的な授業にしよう!
↓

ARCSの要素をもつ活動ネタをそれぞれ考えることがいいのかな?
ん?待てよ… 不効率なのでは?

↓

ADDIEモデル（Robert M. Gagne）に沿って
自分の授業をチェックするところからはじめよう!

↓
【分析】自分の授業はARCS動機づけモデルのAとRに

集中していることが判明!
CとSを強化するのはどうしたらいい?
↓

【設計・開発】「評価」を取り入よう!
できたことを数値化（テスト）
または、言語化（FB）する
↓

毎回の授業、または振り返りのタイミングで取り入れる

A
注意 R

関連性
C
自信

S
満足感

?

私の授業のイメージ

3.IDベースの活動例 ーどう設計した?②ー
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毎回の授業、または振り返りのタイミングで取り入れる
↓

【実施】
活動のタイミング: 振り返りテストの後 例、Topic5と9のあと

活動の内容: ARCS動機づけモデルがベースになる
「自由発表」をとりいれる

実践したクラス:「まるごと-日本のことばと文化」で勉強している
A1入門クラス～A2/B1初中級クラス

例）まるごとA１

Topic5（1～10課）まで 20W.以上の学習
ふりかえり
テスト
１W.

自由発表
１W.

既習テーマ
2つ以上を
組み合わせて
3分程度の発表
写真も用意

A１であれば…
T1 にほんご
T2 わたし
T3 たべもの
T4 いえ
T5 せいかつ２週間前に↑

お知らせ
テスト↑に作文あり
これが自由発表の
原稿になる

3.IDベースの活動例 ーどう設計した?③ー
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【実施】つづき（発表当日）

活動の手順: 1. 発表の順番を決める
2. 発表前に、課題を２つだしておく

・クラスの仲間の発表内容や写真について質問を２つ考える
・簡単なコメントシート（評価）を配布する

発表のどんな点が良いと思ったかをドイツ語/日本語で記録する
3. 自由発表
4. 発表後 コメントシートを発表者本人に渡す
5. 授業後 自由発表についてのアンケートをする

大切にしていること: 教師のコメントシート（評価）は
自分にしか書けないエッジの利いたコメントを!

インターラクティブ
な活動にするため

発表のFBが学習者
への評価

授業を設計した教師への評価
（ADDIEモデルの評価にあたる）

7 8

9 10

11 12



3.IDベースの活動例
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ARCS動機づけモデル「自由発表」の様子 3.IDベースの活動例
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Attention

注意

Relevance

関連性

Confidence

自信

Satisfaction

満足感

おもしろそうだな

やりがいがありそうだな

やればできそうだな

やってよかった!

ARCS動機づけモデルをベースとした「自由発表」には…

R-1 目的指向性 …発表の目的（内容）を自分で決めると、自分に関連
R-2 動機との一致 …目標達成の手段を自分で選ぶ
R-3 親しみやすさ …親近感が持てる身近な例 発表者を身近に感じられる

A-1 知覚的喚起 … 発表そのものが注意を引く
A-2 探求心の喚起
A-3 変化性 … 一人一人が違う発表、普段とは違う授業形式

C-1 学習要求… 頑張ればできそうな・高すぎず低すぎないゴール設定
C-2 成功の機会
C-3 コントロールの個人化

…自分が努力して成功したという実感を持たせる

S-1 自然な結果
S-2 肯定的な結果 …ほめて認める
S-3 公平さ

稲垣ほか（2015）

鈴木ほか（2016）

3.IDベースの活動例

【評価】

学習者のコメント
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クラスの仲間の発表がおもしろかった。とても良かった。
（M.Kさん 男性 2019.12）

10課までの勉強で発表できると思っていなかったので、
話すことができて、自信が持てた。（R.Eさん 男性 2020.09）

発表後の質問がすこし緊張したけど、たのしかった。
選んだトピックがうまくつながり、悪くなかったと思う。

（N.Kさん 女性 2019.12）

発表者の家族や生活について知ることができて、良かった。
（A.Kさん 女性 2019.12）

仲間や先生からポジティブなコメントを貰えて、うれしかった。
（N.Sさん 女性 2020.09）

まるごとA１
10課終了時

自由発表についての
アンケートより

クラスメイトの発表を聞いて、間違えていると気づけたとき
私は人の間違いを指摘できるほど成⾧したんだと思えた。

（A.Aさん 女性 2019.12）

さらに…
Deci & Ryan（2002）の自己決定論の基本的心理欲求にも合致!
有能性の欲求・自律性の欲求・関係性の欲求

3.IDベースの活動例
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デザインのまとめ（原理:3つの理論 + 見かけ:自由発表）

ベースとしたIDの
理論やモデル

★ ADDIEモデル
★★★ ARCS動機づけモデル
★ メーガーの３つの質問

ADDIEモデル
モデルに沿って設計 その際に使用したもの
【分析】・【設計・開発】→ ARCSモデルを使用
【実施】→「自由発表」
【評価】→授業アンケート

ARCS動機づけモデル

「自由発表」にARCSの下位概念の要素が入るかさらにチェック
Attention   【注意】 知覚的喚起や変化性があるか?
Relevance 【関連性】 本人に関連し、親近感が持てる内容か?
Confidence【自信】 高すぎず、低すぎないゴール設定か?
Satisfaction【満足感】 肯定的な結果となるか?

メーガーの3つの質問
【学習目標】既習事項を使って一つのストーリーにして発表できる
【評価方法】参加者・教師からFB 教師からは学習目標が達成できたかもFB
【教授方法】作文チェックと「自由発表」という場の提供

→ 今回の場合は、授業環境の設定
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